
３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

外部有識者４名により、事務点検及び評価を行い、その評価結果を議会に報告し、ホームページ
にて公表した。

　施設整備計画に計画していた事業は、計画どおり実施することができ、生徒の安心・安全で快適
な学習環境を整備することができた。
　評価委員からの「老朽化した学校施設について優先順位を考慮しながら適切に改修工事がなさ
れており、引き続き計画的な改修を望む」や「現状をしっかりと把握し、児童生徒の安全で安心な教
育環境の確保に向けた改修が計画的になされている」という意見を踏まえ、今後も、令和元年度に
策定した長門市学校施設長寿命化計画に基づいて、緊急性や安全性も勘案しながら、学校施設
の長寿命化を図り、ライフサイクルコストの削減及び施設の有効活用と効率的かつ円滑な更新を進
めていく。

令和６年度に３回（６月～８月）の有識者による教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検お
よび評価に係る会議を開催



（２）　新時代の学びを支える安全・安心な教育環境の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　教室不足の解消等を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

　日置中学校の管理教室棟のトイレについて、洋式化や床、壁等の全面的な改修工事を実施し、
学校環境の向上を図った。

　深川中学校屋内運動場の軒天について、劣化した軒天の撤去・新設による改修工事を実施し、
生徒の安全な教育環境の確保を図った。



（様式３）

７．事業ごとの実施状況

(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

深川中学校 （２） 36 防災機能強化 R5.2～R5.3 R5.4.19

日置中学校 （４） 07 大規模改造（トイレ） 校 R5.3～R5.3 R5.12.6

学校等の名称
事業
区分

目標
備考

（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

整備方針

事業完了
年月日


